コロラド州 DV被害者のための公的・私的支援
ここでは、米国政府から受給できる公的扶助の種類、受給資格、申請に関する案内等をご紹介します。
米国の公的扶助制度と申請特別枠
米国政府が提供する公的扶助制度には、貧困家庭向け臨時補助（Temporary Assistance for Needy Families – TANF）、フードスタンプ、医療保険（Medicaid, Medicare）、社会保険制度（SSI）、障害者保障制度、失業手当など様々なものがあります。一般にこれらの公的扶助は、米国市民向けの保障制度で、移民者には受給資格がありませんが、以下に該当する人には例外的に公的扶助の受給が許可されています。（「Qualified ImmigrantまたはQualified Alien－資格保有移民者」と呼ばれます。）ドメスティック・バイオレンスによって被害を受けた移民やその子供も、この資格保持者に該当します。
Qualified Immigrant（または Qualified Alien）－資格保有移民者：
• 
永住権保持者
• 
難民、亡命者
• 
国外退去命令が取り除かれた者
• 
キューバ、ハイチからの入国者
• 
人身売買被害者
• 
米国市民または永住権保持者から、暴力や虐待を受けた米国市民権または永
　　住権を有しない配偶者若しくは子供で、VAWAに基づく移民局への永住権申請
　　をして審査中もしくは承認を受けた者
• 
米国市民または永住権保持者である親から、暴力や虐待を受けた子供の米国
　　市民権または永住権を有しない親、若しくは暴力や虐待を受けた配偶者の米国
　　市民権または永住権を有しない子供で、VAWAに基づく移民局への永住権申請
　　をして審査中もしくは承認を受けた者
＊VAWA（Violence  Against Women Act）とは、DV 被害者のための移民救済法で、暴力や虐待を受けた移民被害者は、配偶者に頼らず永住権の自己申請ができます。
　資格保有移民に関する情報はこちらをご参照ください。
　http://aspe.hhs.gov/hsp/immigration/restrictions-sum.shtml
　また、この他にも非移民犯罪被害者向けの特別滞在資格措置（Uビザ）も設けられてい
　ます。
U-Visa（Uビザ）とは？
DVや性犯罪などの被害を受けている非移民者は、Uビザと呼ばれる長期滞在ビザを申請することが可能です。Uビザの滞在資格期間は、通常４年です。資格対象者は下記の通りです。
（１）Uビザ申請者が特定の犯罪（DV、性犯罪、人身売買など）の犠牲者であり、そ
　　　の結果として身体的あるいは精神的損害を受けたこと。
（２）申請者が当該犯罪行為に関する情報を持っていること。
（３）当該犯罪の調査、起訴を行うにあたり、申請者が今まで手助けになってきたこ
　　　と。あるいは今後手助けになること、または手助けになる可能性が高いこと。
（４）当該犯罪行為が米国の法律に反していること。あるいは、米国内において起
　　　　きた行為であること。
このようなビザの発給を受けている非移民者も、暫定的に公的扶助を申し込むこ
とが可能です。Uビザに関する情報はこちらをご参照ください。
http://www.uscis.gov/humanitarian/battered-spouse-children-parents
http://icwclaw.org/victim-benefits/
子供が米国市民権を持っている場合
子供が米国市民権を持っている場合、親の移民ステータスに関わらず子供は公的扶
助を受けることが可能です。
例えば、公的扶助を申請する子供の親が資格保有移民者（Qualified Immigrant）で、市
民権を有する子供が２人いる場合、公的扶助の支給額は「家族構成３人」として計算さ
れます。一方、親が資格保有移民者でない場合には、公的扶助の条件を満たしていな
いため、公的扶助は「家族構成２人」として支給額が計算されます。
暴力・虐待の被害者のための免責措置（Family Violence Option –FVO）とは？
政府の支給する貧困家庭向け臨時補助（TANF）の受給資格条件として、受給者は通
常週３５時間相当の就労（もしくは職業訓練）活動や養育費の申請を行うことなどが義
務づけられていますが、１９９６年の福祉法の改正で制定されたFamily Violence
Option (FVO) により、申請者が暴力や虐待の被害者である場合は、この受
給条件から免除されるようになりました。DVの被害者は仕事場の住所を加害者に
知られると、出勤することが危険につながる可能性や養育費を申請することで被害者
の身元が加害者に知られる危険を防ぐためでもあります。この免責期間は、福祉局の
スタッフから定期的に査定を受け、延長もしくは終了が決定されます。
現在、在デンバー総領事館の管轄である、コロラド、ニューメキシコ、ユタ、ワイオミング
の全4 州は、このFVOを採用しています。
　
緊急医療保険（Emergency Medicaid）とは？ 
政府支給の医療保険メディケイドには、「緊急メディケイド」という特別な医療保険があります。通常のメディケイドの支給が米国市民権や永住権の保持者または資格保有移民者に限られているのに対し、緊急メディケイドは、別の支給条件があります。メディケイドが長期的な医療保険であるのに対し、緊急メディケイドは「一時的な医療問題」を支援するために即座に発行される短期医療保険です。
もっとも一般的な例は、妊娠した女性のための通院および出産にかかる費用負担ですが、それ以外にも「身体的機能の損傷や健康を著しく害すると判断される急性症状の治療」のために発行される場合もあります。
また２０１０年の医療保険制度改革法成立に伴い、政府から従来のメディケイド制度に加え、低所得者に医療保険料の一部を負担するようになるなど、政府からの医療費の負担援助も比較的容易に得られるようになりました。詳しくは、各州のメディケイド担当事務局にご相談ください。
ここまでの内容は、連邦政府の管理する公的扶助情報サイトから抜粋しました。原文のサイトへのリンクは以下をクリックしてください。
http://www.benefits.gov/benefits/browse-by-state
コロラド州における政府公的扶助の内容をご紹介いたします。
１．貧困・低所得者層への一時支援（Colorado Works: TANF）
Colorado Worksは、低所得者の家族およびその子供に対して、現金支給および職業訓練や職業斡旋などのサービスを通して貧困家庭の経済自立を支援する、コロラド州のプログラム名です。受給額は家族の構成員数や収入などにより決定されます。
詳しくは、コロラド州政府のウェブサイト情報をご覧ください。
http://www.colorado.gov/cs/Satellite/CDHS-ColoradoWorks/CCW/1251575230193
申請に関しては、受給対象を決定するための家族構成の入力が書きのコロラド政府の公式サイト（Colorado Peaks）から行えます。
http://coloradopeak.force.com/
申込に関する各郡へのお問い合わせは：
Adams: (303) 227-2675 
Douglas: (303) 814-5373
Alamosa: (719) 589-2581 
El Paso: (719) 636-0000
Arapahoe: (303) 636-1170 
Jefferson: (303) 271-4023
Boulder: (303) 441-1000 
Larimer: (970) 498-6300
Broomfield: (720) 887-2273 
Mesa: (970) 248-2721
Denver: (720) 944-3666 
Weld: (970) 352-1551 ex 6637
２．子供の医療保険（CHP＋）
Colorado Child Health Plan Plus (CHP+)とは、１９歳未満の子供を対象とした支援医療保険プログラムで、一般医療の他、歯科治療もカバーされます。
お申し込み：http://www.cchp.org
お問い合わせ：1-800-359-1991 

３．食糧支援プログラム（Colorado Food Assistance Program）
低所得者に対して栄養価の高い食糧を提供しています。受給資格者は、Questカードを利用して協力参加している一般のスーパーや商店などで購入ができます。
お申し込み：
http://www.colorado.gov/cs/Satellite/CDHS-SelfSuff/CBON/1251586542626
管轄郡へのお申し込み、お問い合わせ等：
http://www.colorado.gov/cs/Satellite/CDHS-Main/CBON/1251590215770
４．子供の就学支援：ヘッドスタート（Colorado Head Start）
３～５歳児を対象とするプログラムで、低所得者層の子供たちへの教育、健康、栄養、福祉サービスを総合的に提供しています。また、子供の親の積極的な参加も求められ、親に対しての福祉サービスも充実しています。季節労働者も受給資格対象になります。
ウェブサイト：http://www.coloheadstart.org/
お申し込みは、ウェブサイトからお住まいの郡の取り扱い事務所を探し、直接手続きを行ってください。
５．光熱費支援プログラム：Colorado Low Income Home Energy Assistance Program (LEAP)

受給資格のある低所得家庭に対し、冬季（１１月１日～４月３０日）の光熱費の一部負担を行うほか、プロパンガスの修理や窓の修繕など、効率的な熱の消費を促すための家の修繕費も負担してくれます。
ウェブサイト：https://sites.google.com/a/state.co.us/cdhs-leap/
お申し込み用紙もこちらのサイトからダウンロードできます。
６．医療保険（メディケイド）
低所得者家庭や障害者などに対して医療ケアの提供や保険料を負担してくれます。支払いは、医療行為を行う医者や病院へメディケイドから直接支払われます。処方薬もメディケイド保険に適用されます。
ウェブサイト：http://www.colorado.gov/cs/Satellite/HCPF/HCPF/1251567068887
７．学校給食プログラム（Colorado School Breakfast and Lunch Program）
このプログラムは、公立、私立または託児所に通う高校生以下の子供たちへ栄養価の高い食事を朝と昼に無料もしくは低価格で提供されます。プログラムの受給対象者は、低所得家庭のほか、知的・身体的障害児や孤児院や少年院なども含まれます。
ウェブサイト：http://www.cde.state.co.us/nutrition/nutriprogramrenewal
申請手続きは、各学校の給食担当職員に直接申し込むか、学校機関（または学校区）のウェブサイトから行うことができます。
８．母と子のための栄養補充プログラム（Colorado Special Supplemental Nutrition Program for Women, Infants, and Children – WIC）
このプログラムは、妊婦や母乳で子育てをする母親、また専門家に健康のリスクを指摘された乳幼児に対して、教育支援、栄養補充、また医療プログラムへの紹介などのサービスを提供しています。栄養を補充するために必要な食品（粉ミルク、乳製品等）の購入のための小切手も定期的に支給されます。子供は５歳未満の未就学児までが対象です。
ウェブサイト：https://www.colorado.gov/pacific/cdphe/wic-families
９．夏季食糧支援サービス（Colorado Summer Food Service – SFSP）
夏休み中、受給資格のある高校生以下の子供たちに食事を配給します。学校が休みの間も子供たちが学習したり、遊んだり、成長するために必要な栄養を得られるように、一部の学校やコミュニティーセンターなどを開放し、朝食や昼食を提供しています。
ウェブサイト：http://www.cde.state.co.us/nutrition/nutrisummer
                  http://kidsfoodfinder.org/
電話番号：1-855-855-4626
１０．失業保険（Colorado Unemployment Insurance）
コロラド州の失業保険受給者に対し、一時的経済支援を行っています。
情報案内：http://www.colorado.gov/cs/Satellite/CDLE-UnempBenefits/CDLE/1248095315478
お申し込み：https://myui.coworkforce.com
DV被害者のための支援機関（公的・私的機関両方含む）
１．法律相談、裁判支援サービス等
Project Safeguard (Legal Advocacy for Victims of Domestic Abuse)
DV被害者への裁判支援やシェルターの手配、法律相談など、全面的な協力とサポートを提供しています。必要に応じて、通訳者の手配も可能です。
Http://psghelps.org/
Adams County: 303-637-7761       
Arapahoe County: 303-799-3977
Broomfield County: 720-865-9159            
Denver County: 720-865-9159
Victim Advocates at the Office of the Denver District Attorney

デンバー市（および郡）の提供するDV被害者のためのサポートプログラム。法的な手
続きやカウンセリング費用の負担など、被害者が一日も早く回復できるよう、様々なサ
ポートを提供します。
http://www.denverda.org/DA_Programs/victim_info/victim_advocates.htm
お問い合わせ：720-913-9000 またはメール info@denverda.org
Boulder County Domestic Abuse Prevention Project
ボルダー市（郡）の提供する、家庭内虐待の被害者向けの情報案内
http://www.bouldercounty.org/family/seniors/pages/emergencyhelp.aspx
Colorado Springs Police Department Victim Advocacy Unit
コロラドスプリングス市警の提供する被害者向けのプログラム（VAP）。被害届を出した
方が必要なサポートを受けることができます。
https://cspd.coloradosprings.gov/public-safety/police/public-information/victim-advocacy-unit
Colorado Organization for Victim Assistance
犯罪被害者への法的手続きやメンタルケアのサポートなど、包括的な援助を提供
しています。
http://www.coloradocrimevictims.org/about-cova.html
90 Galapago St., Denver, CO 80223

電話番号：303-861-1160

２．シェルター、メンタルケアサービス等支援団体
DV被害者やホームレス向けのシェルターは国籍を問わず、無料で利用することができます。施設は教会やNPO、ボランティア団体などにより運営され、宿泊、食事、衣料品の提供に加え、職業訓練や専門家によるカウンセリングサービスを提供するところもあります。医療に関しては、医師、PA（フィジシャン・アシスタント）やNP（ナース・プラクティショナー）がボランティアで行ったり、公的機関が提供したりしています。
Asian Pacific Development Center (Denver)

一般的なカウンセリングのほか、DVで被害に合った人々、虐待された子供、暴力を目撃した子供へのサポートなども提供しています。センターでは日本人スタッフが日本語で対応しています。
www.apdc.org
電話番号：303-923-2920

1537 Alton Street, Aurora, CO 80010
日本人スタッフ：岩手昌代さん（臨床ソーシャルワーカー）
Asian Pacific Development Center (Colorado Springs)
DV問題等でお困りの方へのサポートを提供しています。ただし、カウンセリングはAuroraのみで可能。
www.apdc.org
電話番号：719-459-3947
3847 E. Pikes Peak Ave., Suite E, Colorado Springs, CO 80909
*コロラドスプリングス事務所で日本語を話せる方は、Yung Hee Hagenさんで、下記に紹介の TESSAの通訳も兼任しています。
TESSA
コロラドスプリングス周辺（El Paso and Teller counties）に在住の DV被害者や虐待された子供など、被害者のための支援団体。団体名はある女の子の名前が由来だそうです。日本語しか話せない利用者には通訳をつけて対応してくれます。
http://www.tessacs.org/
Crisis hotline (24 時間対応): 719-633-3819
Main Office: 719-633-1462
435 Gold Pass Heights, Colorado Springs, CO 80906
Alternative to Family Violence (Adams County)
Adams County に住む DV被害者のために緊急シェルターなどを手配する非営利団体です。
http://adcodv.com/wp/alternatives-to-family-violence-domestic-violence-resourc/
Alternative to Violence (Larimer County)

Larimer County に住む DV被害者のために、緊急ケア、短期住居施設、カウンセリングを提供している非営利団体です。男性被害者のためのサポートグループも提供しています。
http://www.alternativestoviolence.org/
313 E. 4th St., Loveland, CO 80537
電話番号：970-669-5150 (受付時間：月～木 8:00 – 17:30) 　　　　　　　　　　　　　
Crisis Line(上記時間外受付)　970-278-2083
Gateway Battered Women’s Services (Arapahoe County)
Aurora 市と Arapahoe County に在住の DV被害者へのシェルターやカウンセリングを提供しています。
http://www.gatewayshelter.org/
Crisis Line （24 時間対応）303-343-1851
P.O. Box 914, Aurora, CO 80040
Crisis Center (Douglas County)

Douglas County を中心に、DV被害者や性暴力被害者のためのクライシス・カウンセリングやシェルター、リーガルアドバイスなども行っています。また、女性に限らず、男性被害者のシェルアーやクライシスサービスも充実しています。
Crisis Line（24時間対応）303-668-8484
http://thecrisiscenter.org/
P.O. Box 367, Castle Rock, CO 80104
Office: 303-668-1094
Family Tree (Jefferson County)
Jefferson County を中心に DVや虐待などで家を追われた家族や子供たちのシェルターやサポートを提供しています。
Crisis Hotline（24時間対応）303-420-6752
http://childandfamilysupportcenter.org/crisisrespite-nursery/
3805 Marshall Street, Wheat Ridge, CO 80033
Office: 303-422-2133
Safe House Denver
デンバー市を中心とした DV被害者のための緊急避難シェルターやカウンセリングサービスを行っています。
Crisis Hotline（24時間対応）303-318-9989
http://www.safehouse-denver.org
1649 Downing Street, Denver, CO 80218
Office: 303-318-9959
Safehouse Progressive Alliance for Nonviolence (Boulder)
ボルダ―を中心とした DV被害者向けの支援団体。カウンセリングからDVに関する情報案内、シェルターなどを紹介するほか、LGBTQに関する情報案内、シェルターなどに紹介するほか、LGBTQへのサポートも積極的で、幅広いニーズに合わせ支援活動を行っています。
Crisis Hotline（24時間対応）303-444-2424
http://www.safehousealliance.org/get-support/
835 North Street, Boulder, CO 80304
Office: 303-449-8623
YWCA Wings.org
YWCAではDV被害者のためのシェルターや、DV対策などの情報を提供しています。
http://www.ywcawings.org/colorado-domestic-violence-shelter.html








